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A．研究目的 
 HIV 感染者では HCV に感染した際の肝
線維化進展が早く、肝硬変に至るまでの時
間がHIV非合併例に比べて短いことが知ら
れている。今回 MSM （men who have sex 
with men）を対象にこの点に関して検討を
行った。 
 
B．研究方法 
 2017 年に本院を受診した 537 名の患者
の記録から HCV 抗体・HCV RNA が陽性
であったことのある MSM 患者を抽出した。 
 
（倫理面への配慮） 
 本検討に関しては、「HIV 感染症に関する
臨床ゲノム情報に関する研究」（28-55-0330）
として東京大学医科学研究所倫理委員会の
認可が降りている。 
 
C．研究結果 
 対象患者 537名中、HCV抗体・HCV RNA
が陽性であったことのある MSM患者は 21
名であった。その内訳は急性肝炎 14 例、感
染既往（自然治癒）6、初診時慢性肝炎 1 例
であった。 
 急性肝炎 14 例のうち、自然治癒したのは
1 例のみであった。13 例の慢性化例のうち、 
IFN ベースの治療で治癒したもの 3 例、

DAA で治癒したもの 3 例、DAA 投与中 2
例、現在慢性肝炎で無治療のもの 5 例であ
った。 
 慢性肝炎 5 例の肝障害発症からの観察年
数は 1 年から 13 年（中央値 6 年）であっ
た。もともとアルコール多飲歴のあった 1
例が HCV 感染合併後 7 年で血小板数が 15
万から 7 万まで低下しており、肝硬変に進
展していることが推定された（表１）。 
 
D．考察 
 HIV 感染者は麻薬など違法薬物の使用、
刺青など体に針を立てる行為、男性間性交
渉などにより HCV に感染する。 
 HIV 感染者は新規に HCV に感染するこ
とが珍しくない。今回の対象 537 中４%弱
が HCV に感染しており、一般生活者と比
べて高率である。HIV 感染者が HCV に感
染した場合、精液に HCV が高頻度に検出
されることが知られている。 こうしたこと
が高い HCV 率につながっていることが推
定される。 
 HCV に感染した場合の進展速度は HIV
感染者では速いとされている。その原因と
してはHIVにより星細胞が活性化されるこ
となどが言われている。アルコール性肝障
害、脂肪肝、薬剤性肝障害などの合併は肝線
維化を増悪させることが知られている。 

研究要旨 2017 年に本院を受診した 537 名の患者の記録から HCV 抗体・HCV RNA が

陽性であったことのある MSM 患者を抽出した。陽性者 21 名（3.9%）の内訳は（１）当

院通院中に急性肝炎を発症 14 名 （２）当院通院開始時に慢性肝炎 1 名 （３）HCV

抗体陽性で発見（自然治癒例）6 名であった。急性肝炎から慢性肝炎への移行は４例（27%）

と低率であったが、46 歳時に発症したアルコール多飲者が経過観察７年で肝硬変に移行

していた。男性間性交渉により HIV に感染した症例は HCV に感染するリスクが高く、

常習飲酒のある例では肝線維化の進展が早いことが伺えた。 
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 今回の検討では MSM 
 
E．結論 
 HIV 感染者（MSM）の。 
 
F．健康危険情報 
 なし 
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